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					[image: ]
				

				
					
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
					

					調査を行ってみたいけど、心配な気持ちがある方も中にはいるかもしれません。そんな方にお勧めなものを今回紹介していきます。水質検査をする際の基本ポイントは、使うものなどを清潔に保つこと、厳格に行うこと、正確で豊富でかつ必要な、関連している知識や情報を事前に調べて持つことです。この三点のポイントを取り入れることで、安心して行うことができます。これ以外にもきっと役立つものもあります。ぜひ挑戦してみてください。
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					水質検査したいけど初めてだから何かと不安？そんな方に基本ポイントなどを紹介します！

					水質の検査を行う際には基本ポイントを押さえていると、初めてで不安な方でも安心して行うことが可能です。
まず、正確で豊富な知識を持ちましょう。
誤った情報を持ってしまうと、調査を行う際にミスが生まれてしまいます。
次に厳格に行い、水質の検査を行う際には清潔に保つことも大切です。
注意を怠っていたり軽率に行動してしまうと正確に調査を行うことができなくなるかもしれません。
初心者に向けて最初のほうは慣れないかもしれませんがぜひ頑張ってみてください。


					

					そもそもなぜ水質検査をするのか？その目的や理由を教えます！

					水質検査というものは目的によって、基準値や分析内容が異なるケースが多いのが特徴です。
最近ニュースになっているPFAS（ピーファス）という物質は、水も油もはじくという性質から撥水材やコーディング材に広く活用されてきましたが、自然界で分解されないという特性から安全性に疑義が出てきている状況です。
このため海外では利用を規制され始めていることかや、各地で流出が懸念される事態になっていることからこれらに関する水質検査が行われ始めています。
今回ニュースとなったものは有機フッ素化合物ですが、人体への影響は未知数であり今後の研究が俟たれるところです。
ほかにも水道水といった人体に直接取り込まれるものは、左記の人体に影響を与える化学物質が含まれていないという観点や病原菌が侵入していないかなど、主に健康面・安全面を目的に分析が行われます。
工業用排水などは近隣環境に影響を与えないかを確認することで、それぞれ基準が異なるのです。


					

					水質検査はどんな場所でニーズがあるのか？

					水質検査を行う専門会社がありますが、ニーズについては非常に幅が広くあり、一般の方を対象とした場合は地下水を使っている住宅、井戸水を使っている住宅などをあげることができます。
マンションで生活を送っている方も対象範囲になり、屋上に設置をしているタンク内の水質を調べるなど、定期的に利用することで水の安全性を保てます。
個人ではなく会社や店舗の場合、工場で出る汚水は浄化機器を完備しているものですが、定期的に水質検査を受けることで法律に抵触してしまう問題を無くせます。
温泉設備を運営している会社でも利用することも多く、人体に良くない影響を与える可能性のある物質が混じり込んでいないかどうかの判断には欠かせません。
他にも夏になるとプールやお子さんが遊べる浅めなプールなどでも利用するメリットはあり、細菌や不純物などが出てしまうと後から健康被害を受けてしまうリスクがあるので、水質を調べることと大型な循環式浄水器を導入するなど設備を充実させることにも役立ちます。


					

					水質検査の内容は？対象となる場所ごとに理解しよう！

					水質調査というのはご存じでしょうか。
この検査はあまり身近に感じない方もいるかもしれませんが、皆さんが安心して水を飲んだり、魚や農作物を食べたりするには欠かせないものになっています。
水質調査を行う場所によって異なるのでそれを見ていきましょう。
行っている場所は、圃場つまり水田、用水路、海、ゴルフ場からの排水の主に四つがあります。
水田は農作物、用水路はそこで生活している生物、海は普段食べたりする魚類に影響を及ぼすので検査を行います。
ここでゴルフ場からの排水を調べることに驚いた方もいるかもしれません。
ゴルフ場では除草剤などを用いていて多少、ウォーターや生態系に影響を及ぼしている可能性があるかもしれないからです。
水質調査の内容として、指定の水を摂取してその水の中の物質の割合がどうなっているかを調査するものになります。
また、生物への影響を想定して最も最悪の場合つまりワーストケースで考えたりするものもその中に該当しています。


					

					水質検査は対象箇所ごとに適用される法律や基準も異なる！

					水質検査は対象分野ごとに適用される法律が異なり、それに応じて対応する必要があります。
例えば製造される食品の場合だと、食品衛生法などが適用されます。
厳格な基準のもと適切な加工用水を用いる必要があったり、病原菌を侵入させない環境の整備が必要となるからです。
これは人体に取り込まれることで、病原菌が繁殖し健康被害を出さないことが目的とされています。
別に向上などで排水される工業用水などは、近隣の環境に英城を与えないことを目的に水質がチェックされます。
重金属などの成分が排水に含まれていないかや、水辺の環境に影響を与えるリンや窒素が基準値以下なのかなど食品と比べると基準は緩くなっていることがお分かりになるでしょう。
ほかにも温泉などでは人体に接するため、病原菌などが繁殖していないかという観点から、公衆衛生法が適用されます。
このように利用する場所や用途によって確認する目的が変わってくるため、それに応じて各種法令法規も異なるのです。







水質検査は個人でも大丈夫？その際の注意点




水質検査はとても重要な役割を担っています。
まずはどこの水を検査するのか明確にすることが重要です。
自然の川や湖なのか、あるいはプールや温泉なのかによって方法や項目が異なります。
そのため種類に合わせて試薬や器具を揃えることが必要です。
水を採取する方法にも注意がいるでしょう。
水道水の場合は蛇口から採取することができますが、川や湖から採取する場合は、汚染源に近い場所や濁っている場所からは採取しないようにしましょう。
取った水を保存する容器にも注意が必要です。
試験管やピペット、ビンなどの適した容器を使用し、汚れていないものを使用するようにします。
項目によっては、前処理が必要な場合もあります。
例えば微生物で行う場合は、取ったものを加熱殺菌する必要があるでしょう。
また、化学物質を使って行う場合は、ろ過するなどの前処理がいる場合があります。
項目に合わせた処理方法についても事前に調べておくことが大事です。









水質検査のキットって何？どんなときに使用する？




身近な水の安全性をチェックしたい、そんな時には個人でも簡易的に利用できる水質検査キットがおすすめです。
水質検査キットとは、一般の方でも簡単に水の性質を調べられるように作られた物で、水の色、硬度などの性質から有害な化学物質や細菌の有無などをチェックすることが出来ます。
一般的には採取した水をビーカーなどに入れた後、付属の試薬を混ぜることで色が変化し、変化した色や濃度を見比べることで成分をチェックすることが出来ます。
そのため水質に関する専門的な知識などが必要なく初心者でも簡単に調べることが可能です。
身近ではどのようなケースで使用する場合が多いのでしょうか。
例えば学校のプール授業で使用するプールの安全性のチェックです。
授業の前に水の安全性を確認するために用いられます。
他には子供が夏休みに取り組む自由研究で川や池の水質調査を目的に利用するケースや自宅で熱帯魚などを飼育している人が、飼育水の環境を確認するために利用する場合もあります。









水質検査キットには様々なタイプがある




水質検査キットは、分析する方法に応じて様々なタイプのものがあります。
基本的なものとしては酸性やアルカリ性を測定するもので、色が変わることによって分かりやすく理解を深めることが可能です。
汚染物や塩素の濃度を図るものは、プールや温泉で使用しているものと同じ仕様で特に高齢者や乳幼児など、免疫力の弱い立場の人が同居している過程や福祉施設などで簡易キットとして利用されます。
日常でそこまで水質にこだわる環境は少ないものの、注意が必要な場合で気軽に利用したい場合などはこのようなツールが手軽でオススメといえるでしょう。
ただしあくまで簡易的な対応をすることを目的にしているため、本格的に調べる必要がある場合は専門機関に対応してもらうなどを検討することが必要なケースもあります。
食品製造や飲食店など不特定多数に重大な影響を与えるようなケースはまさにそれで、定期的な検査を行い管理していくことが求められているのです。









便利でお手軽な水質検査キットの注意点




個人でも手軽に利用することのできる水質検査キットは便利ですが、注意点もあります。
このような製品は、思ったほどには万能なものではありません。
これさえ一つあればあらゆる場面で水質を適切に判定できるようなものではないということです。
どのような水について、どのような含有物というか不純物を、どのレベルで判定したいのかを予めしっかりと把握したうえで適切な製品を選択しないと、間違った判断を下すことになる可能性もあります。
例えば工場の排水が環境基準に適合しているか、それとも井戸水が飲めるかどうかの判断によって異なるわけです。
含まれる成分にしても、基本的なことを言えば一つの製品について1種類の成分を測定できるに過ぎません。
複合的なものもありますがその分だけ使い方も難しくなります。
また、あらゆる濃度で適切に測定できるわけでもなく、あまりに濃度が高いようだと測定不可能なこともありますし、逆だと感度の低い製品では測定限界以下になることもあります。









飲料水の水質検査で重要なカドミウムの項目！その基準は？超えた場合の毒性は？




飲料水の水質検査にはカドミウムの項目が含まれており、その水質基準値は0.003mg/Lと定められています。
この重金属はイタイイタイ病の原因として小学校や中学校の社会の授業でも習いますので、誰でもその怖さは知っていることでしょう。
毒性ですが、骨が非常に脆くなり、ひどくなると単に歩いているだけとか、腕を持ち上げるだけでも骨折してしまいます。
患者はその痛みに声をあげるため、このような病名がついているわけです。
病気は骨だけに発生するわけではなく、他には腎臓疾患が生じることも知られています。
この金属は亜鉛と性質が似ていることから、亜鉛の鉱石に多く含まれ、実際、イタイイタイ病の原因となったのは亜鉛鉱山における廃鉱石のずさんな処理のためでした。
自然界に存在するものですから水質基準上も完全にゼロと規定することはできないのですが、少なくとも知られている限り人体はカドミウムを一切必要とせず、少なければ少ないほど良いと考えられています。








不特定多数が利用する一般遊泳用プール！水質検査では大腸菌や塩素濃度の基準値が重要！


一般遊泳用プールは不特定多数の人が利用することもあって、水質検査を実施することが定められています。
大枠としては厚生労働省が決めていますので全国共通ですが、細かい項目などについては都道府県が独自に条例を設けていることがありますので、それに従わなければなりません。
代表的な水質指標には大腸菌や塩素濃度があります。
大腸菌は検出されないことが求められ、口や鼻などに直接水が接することは避けられないのですから感染症の防止のためには必須と言えます。
塩素濃度は大腸菌も含む一般的な細菌の増殖を抑制するためで、普通の水道水でも含まれていますが本質的にはそれと同じことです。
こちらはあまりに低いと役に立ちませんので一定レベル以上存在していることが求められますが、高ければ高いほど良いかというと臭いを生じたり人体にまで害を及ぼしたりもしますので、参考となる上限値も設定されています。
この他にも例えば水素イオン濃度とか濁っていないかなどがチェックされます。






公衆浴場でも水質検査は不可欠！レジオネラ属菌の基準や検査頻度そして毒性を理解しよう！


公衆浴場でも水質検査は必要で、特に気を付けなければならないのがレジオネラ属菌です。
レジオネラ菌は繁殖することで浴槽にぬめりを作る筋群として知られていて、10度～50度の環境下でよく繁殖する性質をもちます。
これらの細菌群はシャワーや気泡によってエアロゾル化し、そのエアロゾルを肺から吸引することで発症します。
毒性自体は弱いため健康体の人が発症することは稀ですが、免疫力の下がっている高齢者などにはリスクがあり、肺炎などで重症化した場合死亡することもあり得るため定期的な水質検査が必要です。
公衆浴場における基準値としては、100ミリリットル当たり10CFU未満、つまりは出てきたコロニーが10個以下という判定で行います。
定期的に清掃をしたりかけ流しをしていれば問題ないのですが、温泉を循環させている設備環境でしばしば問題となるのです。
定期的に温泉水を入れ替えるなど、適切な管理をすることで予防が可能なものになります。






実家の井戸水を水質検査したい！検査の内容は？どこへ依頼すべき？


今でも田舎に行けば井戸があって、生活用水として利用していることは全く珍しくありませんし、中には飲用としていることもあるかもしれません。
ただ、井戸水だからと言って常に安全でおいしい水だという保証はどこにもなく、適切に水質検査を行わないとかえって健康被害を及ぼす可能性もあります。
依頼先は認可を受けた水質検査機関ですが、怪しい会社に騙されたりしないためにはまずは管轄の保健所に相談することが適切で、そこでおそらく依頼先を紹介してもらうこともできるでしょう。
チェック内容は約50項目にも及んでおり、大腸菌などの細菌とか、亜硝酸などの無機塩類、それに有機物質類も含まれます。
費用は当然ながら自己負担となります。
これらは、井戸をつくったときには最初にチェックするべきものですが、一度行いさえすれば後は安全というわけではなく、その井戸の管理体制とか周辺地域の環境変化によって変わる可能性もありますので定期的に行うことが求められます。






工場の廃水も水質検査の対象！どんな法律が適用される？検査項目は？


工場の廃水も水質調査の対象になっていることを知っていますか。
昔まではそこまで厳しくなかったのですが今では水質汚濁防止という法律も制定されています。
そこには、日本で起きた四大公害が影響を及ぼしているのかもしれません。
他にも、昔に比べて環境に対しての考えが変わったこともあります。
昔ではとにかく工業化を進めて環境に対して向けられませんでした。
しかし年が経つにつれて環境が破壊されつつあり、それが私たちの生活にも少しばかり影響してきました。
ではその検査基準はどういったものでしょうか。
基準は、捨てられる水が他の生態系に影響していないかつまり悪い物質を含んではいないかです。
他の生態系には人間だけではなく、魚や貝などのその近くを住んでいる生物たちも含まれます。
人間生活においてそこに生息している魚類などを食べて死んでしまったり、後遺症が残ってしまったりすると大変になるかもしれません。
その基準を検査するのも一番最悪のケースつまりワーストケースを想定します。






食品衛生法は？水銀や大腸菌群は大丈夫？食品メーカーや飲食店で必須の水質検査を紹介！


私達が普段口にしている様々な食品は、食品衛生法に定められた厳格な基準を満たした安全な食品です。
食品衛生法は食品や添加物や食品製造に使う器具や容器包装や、表示や広告や行政による監視指導や検査や営業許可といったあらゆる食品の安全を確保する為の法律です。
飲食店を新規オープンしたいという人や食品メーカーが新たな食品製造施設を作る場合には、水質チェックを行い食品製造に適した水を使える環境か確かめることが義務付けられています。
食品製造用水や飲食店や食品メーカーが調理する際に使用する水などが、水道水以外の場合年に1度26項目の水質検査を受ける必要があります。
チェックを行うことで水の中に、大腸菌群や水銀やカドミウムなどの有害な物質が水に含まれていないことを確認します。
安全な水であることが確認出来れば安心して水を使用することが出来ますし、万が一基準に達していないと判明した場合には直ちに水の使用が中止されます。








水道法に規定された基準で水質検査を実施する




水質検査は、主観的な形で行っていくのではなくあくまでも客観的な方法で進めなくてはいけません。
実際に、水道法という法律でどういった形で進めていかなくてはならないのかということを規定しています。
水道事業を実施する時には、水質の保全を行わなくてはならないのでそうしたことに関する法律を規定しています。
水道法と呼ばれているもので、文字通り水道の普及に関する法律のことを指します。
水道事業者は、この水道法に適した形で水を供給する必要がありますので、当然それを実現するための法律的な義務が存在します。
例えば、検査項目を準備しておいて定期検査を進めていくように用意をしなくてはいけません。
水道事業者は、安心して相手に対して水を提供できるようにしておく必要があるので検索項目に満たない場合には、法律違反になる可能性が高くなります。
こうした水質基準に満たない場合には、さらに臨時で調査を進めていって異常が存在しないかを確認することが大切です。
特に、災害などが発生した場合にもこういった臨時検査は行われますのであくまでも法律的な客観的基準に従った方法を選択することです。









水質検査の義務がある場合には専門家に任せるのが一番




水質検査の義務は、様々な場所で求められている現状です。
実際に、日常生活の中でも飲食店やビルの管理者などは水を供給する事業者に分類されていますので、本当にそこで提供される水質が安全であるかどうかということを確認しなくてはいけません。
定期検査や臨時検査などといった手法で、どういった状態にあるのかを調べていくことが普通です。
実際に、水道事業者は水道法という法律によって水質検査を行うことが義務付けられています。
当然ですが、こういった義務を守らないと法律違反になってしまいますので注意が必要です。
例えば、定期検査を行う場合には水質基準に適した形でいくつかの検索項目が存在します。
それを見て本当に安全かどうかは判断していかなくてはならないので、客観的な基準が存在するといえます。
また、水質基準に適合していないケースでは臨時検査という形で水源の異常などを把握していく必要もあります。
こういった準備を行うことによって、安全な水源を保つことができるように整えているためとても大切な作業です。









水質の検査を自宅で行うメリットについて




自宅で水質を検査することには多くの利点があります。
簡単で迅速なテストで水質について知ることができる利点を考えるのは大切です。
家庭用の水質検査キットを使えば、特別な知識がなくても簡単に水の安全性をチェックできます。
これにより、水質に対する意識が高まり、家庭用飲料水の安全性が確保されます。
自宅で検査できるので、時間と費用も節約できます。
専門家に検査を依頼する手間や待ち時間を必要とせず、すぐに結果を得ることができます。
これにより、問題が発生した場合の即時対応が可能になります。
専門機関に依頼するコストを削減できる予算に優しい方法でもあります。
自宅での水質検査も定期的なモニタリングに適しています。
これを繰り返すことで、季節や状況の変化に敏感になり、水質の変化に早く気づくことができるようになり、健康への影響を最小限に抑えることができます。
全体として、家庭での水分析は簡単、迅速、経済的であり家の安全に貢献します。
水に関するリスクを事前に把握し、健康で安全な生活環境を確保することを目的として水質検査を自宅で行うのは有益です。









簡易専用水道の水質検査は定期的に行うと安心




多くの市町村では、上下水道の設備が整っているので、安心して料理やお風呂などに水を使用することができます。
一方で、上下水道の設備が整っていないところもありますし、整っていても簡易専用水道を使用しているエリアがあります。
簡易専用水道とは、水道から供給される水を受水槽にためてポンプなどを使ってマンションなどの各階に供給するものです。
結果的には整備された上下水道の水を使っているので安心感はありますが、受水槽に一旦入れられることから水質が変化してしまうことがあります。
そこで安心して利用することができるように、定期的に水質検査をすることが欠かせません。
水質検査は、簡易専用水道を使用して受水槽を設置したものが責任をもって行う必要があり、それらは水道法によって定められています。
水質検査はもちろん、受水槽の状態や給水栓部分の水質など、複数の項目を検査することになります。
それにより安心して水が使えるようになるので、欠かせないものだといえます。









水質検査の料金は規模や使用する器具の選択で異なる




水質検査の料金は基本的に、水の採取場所や検査項目の数に比例します。
幾つもの場所を巡ったり、検査対象の物質が多いほど料金は高額化するので事前の確認は欠かせません。
3ヶ所ほどで採取を行う場合、約10万円から30万円が平均的な相場とされています。
また、採取用の井戸を新しく作るなど大掛かりな工事を伴うと金額は10倍以上になることも珍しくありません。
周囲に障害物がない平地で深さ50メートルの井戸をひとつ作ると、約1000万円かかります。
水質検査の料金は使用する器具の専門性が高いほど高額になるのも事実です。
特定の物質は特殊な薬品にしか反応せず、その薬品を安全に扱うには専門性の高い器具や設備が必須です。
数が少なく、維持費も嵩むことから必然的に料金も高くなります。
水質検査は長期的に続けないと数値の適正部分を判断できません。
大抵の場合、数年単位で検査を続けるので回数が増し、その点も料金が高くなる要因になっています。
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